
専用電動ディスペンサー TFⅡ ULTRA

取  扱  説  明  書



万が一、故障した場合は、弊社担当者に交換の可否を確認してください。
保証には、電池、誤使用による故障、事故による故障（電池による損傷含む）、改造、
などの、間接的な損害は一切含まれません。

①設置場所の横および下に十分な余裕があることを確認して
ください。

②直射日光が当たる場所は避けてください。
　紫外線で外観が劣化するおそれがあります。

③気温が 40 度以上、5度以下になる場所は避けてください。

④水にさらしたり湿度の高いところに設置したりしないでく
ださい。
　浴室、サウナ、蒸気を発するシンクの上には適しません。

⑤破壊行為や、邪魔になる場所への設置は避けてください。

保　証

ご注意ください
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ディスペンサーを開けるための鍵とボタンが同梱されてい
ることを確認してください。鍵はディスペンサーを開ける
たびにお使いいただくためのものです。
鍵を紛失する心配がある場合はボタンを取り付けてお使い
いただくこともできます。ただし、ボタンを取り付けた状態
で壁に設置した場合、ボタンを取り外すことはできません。

1. 鍵またはボタンを背面に取り付けます。
2. 鍵またはボタンを押し、ディスペンサーを開けます。

鍵とボタン

このディスペンサーには専用のトレイを付けることができます。
ディスペンサーを設置する前に取り付けて下さい。

ディスペンサーの背面
に取り付けます。

ディスペンサーを付属
の粘着テープかねじで
取り付けてください。

ねじで留めるとより固定
されます。

ディスペンサーの背面にぴったり付
いていることを確認してください。

トレイの設置
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ディスペンサーに付属の粘着テープを使用する方法です。

付属のウェット
ティッシュで設置
する場所を拭きま
す。

粘着テープの紙を
はがします。

注意！   装置はディスペンサーのカバーを閉じる前に元に戻して下さい。

強く押しつけ、5 分
ほどしてから装置
およびカートリッ
ジを取り付けて下
さい。

設置 － 粘着テープ

付属のねじセットを使用します。

コンクリートやタイルなど、
ねじが止まりにくい材質の場
合は、あらかじめ直径 6mm
の穴を開け、その穴にコンク
リートアンカー（プラスティッ
クのねじ止め）をねじ込みま
す。

タブ Aを押し、Bを
外側に回転させ、
装置を取り出しま
す。（4ページをご参
照下さい）

注意！   装置はディスペンサーのカバーを閉じる前に元に戻して下さい。

4 隅をねじでしっかりと
固定します。

付属の鍵またはボタン
でディスペンサーを開け
ます。

設置 － ねじ
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付属の鍵またはボタ
ンでディスペンサーを
開け、中の装置を取り
出します。（4ページを
ご参照下さい）
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単一電池（アルカリ乾電池推奨）を４本使用します。

付属の鍵またはボタン
でディスペンサーを開
けます。

両側に 2 つずつ、計 4
つの単一電池を入れ
ます。

電池カバーを閉じ
ます。

電池カバーを開け
ます。

電 池

このディスペンサーには専用のカートリッジのみ
お使いいただけます。

キャップを取り外します。

カートリッジのラベルが
見えるようにディスペン
サーに取り付けます。

ディスペンサーカバー
を閉じます。

1回手をかざして、製
剤が出てくるようにし
ます。

もう 1 回手をかざして、
適量が出てくるように
します。

付属の鍵またはボタンで
ディスペンサーを開けま
す。

カートリッジ
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外観をきれいに保つため、下記にご注意下さい。
・拭き掃除には、研磨剤が入っていない布を湿らせてご使用ください。頑固な汚れは、
湿らせた布に石けんを含ませて拭き取ってください。

故障や損傷を防ぐため、下記にご注意ください。
・ホースで水をかけたり、加圧洗浄機やスチームクリーナーを使用したりしないでく
ださい。
・研磨剤入り洗剤を使用しないでください。
・洗浄用溶剤を使用しないでください。
・苛性や酸性の洗剤を使用しないでください。

お手入れ
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縦 277ｍｍ、横 170ｍｍ、幅 100ｍｍ
総重量　2.9ｋｇ（電池 4 本と未開封のカート
リッジを取り付けた場合）

技術仕様

EN60601-1-2:2001 準拠

WEEE（廃電気電子機器指令）準拠

RoHS（特定有害物質使用制限指令）準拠



トラブルシューティングと FAQ

ディスペンサーが作動しない。
・電池が入っていない （4ページをご参照ください）
・電池交換が必要 （4ページをご参照ください）
・電池が正しく取り付けられていない （4ページをご参照ください）
・カートリッジが空になり交換が必要 （4ページをご参照ください）
・カートリッジが正しく取り付けられていない （4ページをご参照ください）
・ディスペンサーの下に物がある （1ページをご参照ください）

センサーに触れなくてもディスペンサーが作動する。
・不適切な場所に設置すると、誤作動のおそれがあります
    （1 ページをご参照ください）

万が一問題があれば、カートリッジおよび電池を含む全部品を、弊社担当者にご返品いただき、
交換の可否を確認してください。
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丸石製薬ホームページ
http://www.maruishi-pharm.co.jp/


